
  

   第１０８回  仏教公開講座 
 

  

生きるって どういうこと  
 
 

真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

   

日  時  ２０１３年６月２０日（木）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  太田 浩史 氏（高岡教区大福寺住職） 

  講  題  『真宗の土徳』 

  日  程  午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                 ６時４５分  講 義 

                 ８時１５分  質問の時間 

                 ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

 

 

 

講師紹介 

太田 浩史（おおた ひろし） 

       1955年富山県生まれ。大谷大学文学部卒。真宗大谷派高岡教区大福寺住職。 

となみ民藝協会会長。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ  

 

蓮如上人は「往生は一人一人のしのぎなり」と仰せられました。まことに

自己の往生課題は誰も代ってくれる人はいません。にもかかわらず、真宗の歴

史は個人主義の弊害を解消し、協働の地域社会を開き、人情を育くみ、産業を

興し、豊かな美しい土徳を醸し出しました。本願他力の教えはどのように社会

の諸問題とかかわるのか。生き生きとした地域の未来を拓くためにも、共に真

宗門徒の歴史に学びましょう。 


